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メンタルヘルスマネジメント
海外駐在員の

　当機構では、企業側の要請と本人の承諾のもと、１～３回の面談を
行います。メンタル不調者と判断した場合は、職場での異動や一時
帰国も経営側に提案をいたします。健康診断や歯科検診は定期的に
行われるのに、企業内でのメンタルヘルスケアはおろそかにしていい
理由はないはず。この信念のもと、日本人駐在員のメンタル不調者を
なくすため、多様なサポートプログラムを提案しています。

　日々仕事に邁進されている経営者および責任者が、社員
個人の変化を的確に読み取りケアし続けることは、なかな
か難しいです。当機構ではそれらをトータルサポートする
ことで管理の負担を軽減いたします。
　いずれにしても、うつ病・職場不適応を含む精神障害に
ついて経営者側が正しく理解をすることが、よりよい職場
づくりには欠かせないのです。

メンタルヘルス
マネジメントには
経営者の理解が必要です

ポイント

　某企業Ａ社では、厚労省発表の「うつ病・職場不適応者
２％」の割合を限りなく引き下げてほしいとの要請があり、
社員５人の面談をいたしました。その結果、５人全員が
職場復帰となる大変良い結果となっています。

面談後の
一例
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ベトナム・ハノイにおける

日本人駐在員の実態と職場改善の提案

　一般社団法人産業精神保健機構は、神奈川県及び東京都に本社を置く企業のメン
タルヘルスマネジメントに関与しています。このたび、ハノイ市内の日系医療機関
「さくらクリニック」と提携し、ベトナムで生活する大企業駐在員のメンタルヘルス
に焦点をあてた活動を開始いたしました。
　企業経営者や幹部に対して、日本人駐在員のメンタルヘルスの実態を啓蒙すると
共に、うつ病や職場不適応者を出さないための環境改善を提案してまいります。

これらの症状を本人だけでなく職場の方がしっかりと察知し、い
つもと違うことに気づいたら早期に対応することが肝心です。
軽度な状態であれば、自然治癒に近い方法で快方へ向かわせる
ことが可能です。

うつ病は発症してしまうと
残念ながら40％の人しか治りません。
残り60％の人は、持病として生涯うつ病と
つきあっていかなければならないのです。
いかに罹患しないか。
そのためには、身体に表れる
“イエローカード”のメッセージを
キャッチすることが非常に重要です。

□寝つきが悪い
□食欲不振
□やる気が起きない
□欠勤や遅刻早退が多くなる
□仕事の能率が低下しミスが増える
□服装やデスクまわりが乱れるようになった
□じっとしていられない
　…etc.

　同じストレスに直面しても、発散力の強い人
と弱い人がそれぞれいます。ストレスに強い
「楽観主義」タイプは、出来事を前向きに捉える
傾向があり、その種の性格のことをハーディネス
と呼びます。一方ストレスに弱い人は、出来事
を否定的に捉える「悲観主義」タイプ。ストレス
脆弱性とも呼びます。

　一般社団法人産業精神保健機構とさくらクリ
ニックでは、専門的な立場からの傾聴面談を社員
全員に行い、必要があれば本社責任者に健康状態
を報告いたします。さらに、ストレスとうつ病
について経営責任者が理解を深めるための講演
会等も実施しております。

　海外駐在員は、環境の変化や周囲とのコミュ
ニケーション不足等によって生活リズムが単調
になり、うつ病の発生率が高くなると推測でき
ます。海外赴任直後から個人面談を行うことで、
本人のストレスに対する性格特性を把握して
おくことも、大切な職場のメンタルヘルスマネ
ジメントの一つです。
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海外駐在員の実態について
　うつ病患者、職場不適応者は、赴任から
12ヶ月以内に発生しやすいことが判明して
います（※大企業を中心としたヒアリングに
よる）。ここベトナムにおいては、異文化・
異言語でのコミュニケーション、気候や交通
事情における日本との違い、食生活の乱れ、
運動不足…等、あらゆるシーンでストレスを
発生させやすい環境がそろっています。その
ような状況下で、仕事面でもトラブルに立ち
向かっていったり、商習慣の違う人々とも渡
り歩いてゆくことは、決して容易いことでは
ありません。また大企業ゆえ、本社と現地と
の板挟みに遭い精神を病んでしまうケースも
頻発しています。
　さらに海外駐在員となると、家族と離れて

単身赴任になるケースも少なくありません。
心を許せる相手との会話がなく孤立感を味
わってしまい、やがて寂しさを紛らわすため
アルコールに走るなど、ストレス発散方法と
して悪いものを選択することもあります。
　日本では、うつ病患者、職場不適応者の数
は職場の約２％と言われています。しかし
海外駐在員の実情は、その何倍もの数値にな
ることが推察されます。厚生労働省からの
具体的な調査数値はまだ発表がありません
が、一般社団法人産業精神保健機構とさくら
クリニックでは、ハノイ駐在員の実態を研究・
把握してまいります。

ポイント
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こんな症状は
“イエローカード”


